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北アルプス中心部 蓮華岳・針ノ木岳・爺ヶ岳  

針ノ木サーキット 

（百：日本百名山、◎：日本二百名山、○：日本三百名山、カッコ内の数字は       

標高）                                       

【今回登った山】 

8月 7日 蓮華岳（○れんげだけ 2799m）  

8日 針ノ木サーキット（※）。針ノ木岳（◎はりのきだけ 2821m）、スバ 

リ岳（2752m）、赤沢岳（2678m）、鳴沢岳（2641m）、岩小屋沢岳 

（2630m） 

9日 爺ヶ岳（○じいがたけ 2670m）   

※北アルプスの扇沢（おうぎざわ）を起点として、針ノ木峠→針ノ

木岳→赤沢岳→鳴沢岳→岩小屋沢岳→種池山荘（2450m）→扇沢へ

戻る（または逆）登山ルート。サーキットは自動車レースなどの

環状コースのこと。今回時計回りコースを行くことにした。 

    合計距離 22.1 ㎞、最高点の標高 2821m（針ノ木岳）、最低点の標高

1433m（扇沢）。 

 

8 月 6 日（火） 

 自宅発 9：15。前回と同じ北陸道糸魚川 IC経由で今回の登山口扇沢(関電電 

気バスの発着所)（写真下 7日 5時撮影）を目指した。13㎞程手前の「黒部ダ 

ム最後のコンビニ」で買い物し、15：30大町市営第一無料駐車場に停める。こ 

こより駅に近い駐車場は有料だ。火曜日だが 8割がた埋まっていた。 

登山口（写真次頁上）を確認し、登山届をボックスに入れる。コンビニ弁当 

で夕食とし 20時頃就寝。 

7 日（水） 

3：30、近くの車のアラームで目を

覚ます。5 時、扇沢駅の左側にある

登山口を出発する（写真次頁上左）。 
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舗装の林道を何度か縫うようにして進む（写真上右）。 

森林の中の河原（沢）を渡る（写真 2段目左）。 

樹林の中

の道（写

真 2 段目

右）。 

 

小さな沢

も 渡 る

（写真 3段目左）。 

 

 

 

 

 

 1 時間 45 分ほどで大沢小屋に着く

（写真下左）。営業はしていないよう

だ。 

 

 小屋の右手登山道沿いに、赤いお宮

と北アルプス開拓の先駆者百瀬慎太郎（1892～1949）をたたえる銅板のレリー

フがある。「百瀬慎太郎氏を偲ぶ」と題されている。彼の詩の一節、 
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「山を想えば人恋し  人を想えば山恋し」が刻まれている。 

彼の業績を讃え、北アルプスの山開き

を兼ねた、慎太郎祭は今年で第67回を

迎え、針の木雪渓にて 6 月 2 日に開催

されたとのこと。 

 休んでいたら若い女性登山者が登っ

て来て挨拶を交わす。先に行ってもら

う。しばらく行くと沢の上部に雪渓が

見えてきた。沢に降り、右岸に渡る

（写真 2 段目左）。雪渓はかなり溶け

て狭くなっている（写真 2 段目右）。

大きな穴をあけている所もある（写真

3段目）。右岸（左側）の夏道をたどっ

て登って行く。大丈夫そうな所でチエ

ーンスパイクを着け日本三大雪渓（※）

の一つ針ノ木大雪渓に乗り出す（写真

下）8：55。 

（※）白馬岳の白馬大雪渓、劍岳の劍沢雪渓、針ノ

木岳へ続く針ノ木雪渓 

 

心配なのは踏み抜きと音がしない落石。ベンガラの

マークや赤テープのポールはなかった。雪渓にどこ

で踏みだすかは各自の判断だ。雪渓を使わないと高

巻きに相当な時間を要するだろう。上部は霧が発生

している 
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雪渓の広い所で上を見る（写真

上）。大小の落石がある。 

今年のこの季節の針ノ木大雪渓は

小雪渓だった。雪渓歩きは 20分間

だった。 

 

最終水場で休憩し水を補給する

（写真 2段目）。 

 

岩場を登ると樹木のないザレ場と

なり木の階段や崩れを防ぐ丸太な

どで整備されている（写真 3段目）。 

ようやく針ノ木小屋が見えてきた。

蓮華岳と針ノ木岳の鞍部に建つ針

ノ木峠（写真 3段目右）だ。 

11時着。6時間かかった。 

 

針ノ木小屋で受付し、雨具と水だけを持って、蓮華岳

に向かう。11：50発。 

少し登ったところから針ノ木小屋を見下ろす（写真下

左）。小屋の背後の山は針ノ木岳の一部。山頂は見えな

い。右奥はスバリ岳か？ 蓮華岳は最初の急坂を登っ

た後は緩や

かな稜線歩

き（写真下

右）。 
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お花がたくさん咲いていた。雷鳥の親子も散歩中（写真上 4枚）。 

 

 

ガスがかかっていて、周囲の山々

の景観は得られない。 

若一王子（にゃくいちおうじ）神

社奥社（写真下左）の社の先に山

頂があった 13：15、蓮華岳山頂着。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例によって自撮り（写真下右）。 

日本三百名山 292番目蓮華岳登頂、 

残り 8座。 
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下山にかかる。13：40蓮華岳山頂発。 

コマクサがたくさん咲いていた。 

 

14：45針ノ木小屋着。 

 

ガスで小屋周囲の景観は得られな

いが、大沢小屋で先行した三重県 

のＭさんと広島から来たという女

性とベンチで山談義（写真左）。 

 

17：30から夕食。泊りは 7人しか

いない。天気予報が悪かったので多

くのキャンセルが出たとのこと。自

分が簡単に予約を取れたのは天気予

報のせいだった。7 日は、ある予報

では「強風、雨」だったが、ガスで

見通しは制限されたが、予報とは異なり雨も強風もなかった。誰かが山小屋の

営業妨害だねと言っていた。おかげで自分は 10人部屋に一人だった。朝食はお

にぎりにしてもらう。 

8 日（木） 

 3 時前に目が覚める。風の音がする。乾燥室の衣類を取り込みザックに収納

する。Ｍさんは午後早い時間に扇沢まで降りると言っていた。針ノ木サーキッ

トは、前回の水晶岳、赤牛岳に至る縦走コースよりも距離は短いがアップダウ

ンが激しく、かつガレ場ザレ場が多い山域なので、明るいうちに種池山荘に着

けるよう、自分も 4時発、針ノ木岳山頂まで同行することにした。 

 一階に行ったら既にＭさんが靴を履こうとしていた。夜中弱い雨が降ってい

たとのこと。ヘッドランプを点け 4 時丁度外に出る。Ｍさんに先行してもらう。

ガスっているが雨は降っておらず風も弱まっていた。 

いきなりジグザグの急登。起きが

け、老骨にはキツイ。息も乱れてく

る。岩場をかなり上ったところで右

方向にトラバースする（写真下）。 

ホット一息。Ｍさんは霧のかなた。 

 

 

5：10 針ノ木岳山頂着。きつかった。Ｍさんはおにぎりを食べていた。写真
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を撮って貰う（写真上）。日本三百名山 293番目針ノ木岳登頂、残り 7座。 

Ｍさんは今日中に帰宅するということで、「またどこかの山で会いましょ

う！」と言って早々に出立する。 

自分は少し休んでおにぎりを一個食べる。若者が登ってき

たが、サーキットはやらずに下山するという。 

 5：40 針ノ木岳山頂発。急なガレ場を下りスバリ岳に向

かう。15分ほど下

って上方を振り返

る（写真上右）。

左側が明るい。写

真 2 段目は進む方

向、かなり下って

行く 

（写真 2段目左）。 

鞍部から見上げると上方にピークがぼんやりと見える（写真 2段目右）。        

 

踏み跡ははっきりしているのでただ

進むだけ。 

 かなり登ってきたがまだ山頂には至らない。ガスが少し薄くなってきた。

「あのガレ山に登るのか！？」「登れるのか！？」と自問する（写真下）。 

 

左奥は立山連峰。左下

に黒部湖が見えている。 
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急なザレ場は丸太で土

留め兼通路となってい

てありがたい（写真

上）。 

右のザレた斜面にコマ

クサが咲いていたが疎

らで近くでないとよく

分からない。 

 

6：55 スバリ岳山頂着。ガスも取れ素晴らしい景色だ。標識の後ろが立山

（百 3015m）連峰、右手に劍岳（百 2999m）、標識の左、左下に黒部湖（写真 2

段目左）。7/27に黒部湖岸から見えていたのはスバリ岳だった。 

自撮り（写真 2段目右）。 

 

 

 

針ノ木岳と踏ん

できた登山路を振

り返る。写真左側

のピークは騙され

たニセピーク小ス

バリか（写真下）。 
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次の写真、遠く南方、左から中央にかけて先月 7/24～27に縦走した水晶岳～

赤牛岳、読売新道が良く見える。その奥には薬師岳(写真中央奥)、上部に雲が

たなびいている（写真上）。 

 

 

進行方向を見渡す。ここまで来たら先に進むだけ。恐怖感はないがホントに

道があるのだろうか？！（写真下）。左上に剱岳、右奥は白馬連峰か？目の前

のギザギザ山（猫の耳？）はどこまで下るのか？ 種池山荘まであと三つ大き

な山がある。赤沢岳（2678m）、鳴沢岳（2641m）、岩小屋沢岳（2630m）。 
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中央奥が赤沢岳か（写真上左）。遠い！ 

少し下った所から先を見る。手前の

突起に道がある。風がなくてよかっ

た（写真上右）。左奥は剣岳。 

 

鞍部で休んでいた

ら重いザックを背負

った若者が追いこしていく。種池山荘の先、鹿島槍ヶ岳手

前の冷池山荘まで行くという。 

抉られて切れ落ちているところは慎重に通過する（写真

左）。 

  

眼下に黒部湖（写真 3 段目）。赤沢岳の最後の登りかと思

ったら（写真 3段目）まだ先があった（写真下）。 

 

赤沢岳は赤っぽい。 

 

10：00 赤沢岳山頂着。証拠写真

を撮り忘れた。 

一人の若者がろくに休みもせず

通過していった。松本市の若者で

4時に扇沢出発、8時に針ノ木峠、

16時に扇沢に降りる予定とのこと。一日サーキットだ。 

10：15赤沢岳山頂発。 
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ヘリが飛んできて黒部湖の上を針ノ木岳の方に飛んで行った。遭難救助か？ 

 

鳴沢岳の山頂手前、緑が多くなっ

てきている（写真上左）。 

鳴沢岳山頂着 11：20（写真上右）。 

女性登山者が大きなザックを担い

で自分と反対方向（種池山荘方向）

から登ってきた。テント泊の人だ。

日に焼けて年齢は分からない。所要

時間を聞くと標準タイムで歩いてい

る、途中前日の雨で濡れたテントを

乾かしてきたとのこと。いろんな人

がいる。 

鳴沢岳から山の地質、地形、植生な

どが変わった気がする。ザレ場・ガレ場の多い山から普通の山に、緑が多く花

も多くなってきた（写真次の 2枚）。 

黒い糞があった（写真下左）。おそら

クマのものだろう。以降種池山荘まで休みを含む約 4時間の間に 50以上の大小

の黒い糞があった。20 くらいまでは数えたがそれ以上はやめた。テリトリーの

主張か人に対する警告かも知れない。 

アップダウンしながら緩やかな下りで 12：40 新越山荘着（写真下右）。周囲

はガスで眺望はない。誰もいない外のテーブルでゆっくり休みおにぎりを食べ

る。13：00 出発。両側の花に癒されながら緩やかに登って行く（写真次頁上
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左）。 

 登山道にクマ（猿?）が食い散らかしたハイマツの実の残骸が散らばってい

る。猿は 4～5匹で行動しガサゴソとハイマツの上を移動する音がする。時折道

に出てくる（写真上中）。人には慣れているのだろう、あまり気持ちの良いも

のではない。4

ｍくらいまで近

づいた（写真上

右）。ストック

を握りしめて構

えたら樹林の中

に入って行った。

岩 小 屋 沢 岳

（2630m）14 時

着。10分ほど休

む。証拠写真を撮るのを忘れる。

以降はアップダウンを繰り返し

ながら、花を眺め（写真下 4 枚）、時折黒い糞を踏ま

ないようにしながらしだいに標高を下げ、樹林帯に入り、少し登り返して種池

山荘に着く。岩小屋沢岳から 2時間の歩きだった。 
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 16：00標高 2450mの種池（写真上）のある種池山荘に着く。 

朝、針ノ木峠（針ノ木小屋）

を 4 時に出発し時計回りサーキ

ットを 12 時間かけて歩いた。標

準コースタイムは休憩を含まな

い 7 時間 30 分なので、ゆっくり

マイペースのサーキット巡りだ

った。明るいうちに着けてほっ

とした。 

山荘の外のテーブルでは既に 10人くらいのグループが盛り上がっていた。 

 17：00 夕食。ビール 500mL850 円だった。種池山荘は規模も大きくたくさん

宿泊していたが自分は 8 人部屋に 3 人だった。週末は天気予報が良いので混み

そうだ。 

18 時半頃外に出てみる。種池山荘の右手に翌日登る爺ヶ岳（2700m）が夕日

に映えていた（写真 2段目）。 

16時到着時はガスで見えなかっ

た。20時消灯。 

 

 

 

 

9日（金）4時起床。5時食事。 

出発の準備をし

て外に出てみると

素晴らしい景観が

広がっていた。 

左の写真左側 2/3

を占めているのは

前日針ノ木峠から

登った蓮華岳（東

尾根）。中央右の

窪みが針ノ木峠。 

小屋がかすかに黒く見える気がする。窪みの右手が針ノ木岳とスバリ岳。窪み 

（針ノ木峠）の奥に遠く黒っぽい山が見えている。7/28に登った水晶岳（黒 

岳）だった。感動！ 小屋の人が教えてくれた。蓮華岳と針ノ木岳との間の下方、 

細く白い筋状の沢が針ノ木雪渓とのこと。前日ここを登ったのだ！ 
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（写真上）左端の針ノ木岳・

スバリ岳から右側の山にスト

レートにつながっているよう

に見えるが、手前のピーク岩

小屋沢岳の背後に歩いてきた

赤沢岳と鳴沢岳が隠れている。

爺ヶ岳が朝日を受けて影を落

としている。 

 さらに右に目を転ずれば黒

部峡谷の向こう側に立山連峰、劍岳が見えている（写真 2段目）。 

 

5：45、爺ヶ岳に向けて出発。 

少し登ったところに雷鳥の親 

子がいた。ほんの２ｍ位のと

ころ、10 人くらいのグループ

が脇を通っても逃げない（写

真下）。 

 

 

 

さらに少し登ると蓮華岳東尾根の先に槍ヶ岳（百 3180m）を望むことができ

た（写真次頁上、ズーム）。 
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6：30 爺ヶ岳南峰（2663m）

着（写真 2 段目）。鹿島槍ヶ

岳をバックに。 

中峰（2670m 最高点）6：57

着（写真 2段目右）。 

 

 

 

 

 

 

 

再び南峰に戻り、今回の行程のほと 

んどすべてが見える景観を満喫する（写真下）。去りがたいが、8時下山、30分

程で種池山荘まで戻る。写真右端の赤い屋根が種池山荘。 
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ザックを回収し 9 時下山開始。扇沢の柏原新道登山口着 11：50、扇沢駅前第

一駐車場 12時丁度着。長かった。 

自分の体力・技術からしたら、針ノ木サーキットはロングコースで挑戦だら 

けの欲張り山行だった。天候に恵まれ、無事終える

ことができた。 

 

（余談）針ノ木小屋の外で気分よくビールを飲んで

いるとき、登山道整備のために少しカンパしたら、

アルバイトをしている東京の美大の女子学生さんが

描いた絵ハガキを貰った。（写真上）。 

 

 帰りに大町温泉郷、薬師の湯で汗を流した。露天

風呂から見えた山は岩小屋沢岳だった。ダムカレー

（写真下）を食べて帰途に就く。往路と同じ北陸道

を経由し、19時半帰宅。 

  

 

  

日本三百名山、蓮華岳、針ノ木岳、爺ヶ

岳の三つを踏破し、残り６座となった。 

①  焼山（○2400m、新潟県西部）

焼山単独。笹倉温泉から日帰り。距離が

長い。 

② 朝日岳（○2418m）蓮華温泉を

起点にし、朝日岳→雪倉岳 周回。 

③ 雪倉岳（◎2611m） 

④ 餓鬼岳（◎2647m） 餓鬼岳単独。白沢登山口～餓鬼岳小屋 1泊往復。 

⑤ 霞沢岳（◎2646m） 霞沢岳単独。上高地から徳本峠（とくごうとうげ）小 

屋 1泊か 2泊往復 

⑥ 鋸岳 （◎2685m） 鋸岳単独。釜無川沿いの林道→横岳峠→第一高点

（鋸岳）往復か、要検討。テント 1 泊か 2 泊。自分にとって最難関か、

体力勝負。 

○ 二百名山が４山、三百名山が２山。標高 2600m以上が４山。2400m台が２山 

 今季中に達成できるか、頑張りたい。山は逃げないが、自分（体力）が逃げ

ていく。 

令和６年９月 ＮＯ１３０  アンチ・エイジング 山旅遊人 
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